
第２７１号 令和５年１１月１日

9 月 定 例 会

◆令和４年度直方市一般会計歳入歳出決算を認定

◆令和５年度直方市一般会計補正予算を可決

直
方

リ

バ
ー

サイドパーク

直

方
リ

バーサイドパーク

主な内容

  【9 月定例会】

　P.2　提出議案とその結果　

　P.3　賛否の分かれた議案、質疑

　P.4　委員会の審査　

   

直方の秋
表紙の写真は直方市内で撮影した

秋の風景です。

福智山ろく花公園

　

P.5　  意見書、一般質問　  

P.12　委員会紹介　　

　　 　水仙　



　９月定例会に提出された議案等とその結果

２
のおがた議会だより

 決算

議案第 71 号 令和４年度直方市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第 72 号 令和４年度直方市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第 73 号 令和４年度直方市同和地区住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第 74 号 令和４年度直方市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第 75 号 令和４年度直方市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第 76 号 令和４年度直方市上頓野産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第 77 号 令和４年度直方市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定

議案第 78 号 令和４年度直方市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定

 条例

議案第 79 号 直方市火災予防条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 80 号 直方市手数料条例及び直方市印鑑登録条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 81 号 直方市附属機関設置条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 82 号 直方市市民公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

 予算

議案第 87 号 令和５年度直方市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 88 号 令和５年度直方市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 89 号 令和５年度直方市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

 人事

議案第 84 号 直方市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意
議案第 85 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適　任
議案第 86 号 直方市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原案同意
選挙第７号 直方市議会副議長選挙 選挙
選挙第８号 直方市・北九州市岡森用水組合議会議員補欠選挙（組合規約第５条第２項第２号） 選挙

 その他

議案第 83 号 市道路線の認定について 原案可決
議案第 90 号 学校給食費請求事件に関する和解に代わる決定について 原案可決

意見書案第 9 号 下水サーベイランス事業の実施を求める意見書について 原案可決

意見書案第 10 号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求
める意見書について 原案可決

意見書案第 11 号 健康保険証の存続を求める意見書について 原案可決
 報告

報告第 11 号 専決処分事項の報告について（道路災害に係る損害賠償の額を定めること） 報　告
報告第 12 号 専決処分事項の報告について（道路災害に係る損害賠償の額を定めること） 報　告
報告第 13 号 債権放棄の報告について 報　告
報告第 14 号 直方市土地開発公社の経営状況について 報　告
報告第 15 号 公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況について 報　告
報告第 16 号 令和４年度直方市の財政の健全化判断比率について 報　告
報告第 17 号 令和４年度直方市上頓野産業団地造成事業特別会計の資金不足比率について 報　告
報告第 18 号 令和４年度直方市水道事業会計の資金不足比率について 報　告
報告第 19 号 令和４年度直方市下水道事業会計の資金不足比率について 報　告

報告第 20 号 令和４年度直方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての
点検及び評価について 報　告
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第 71 号 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 72 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 74 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 75 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 77 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 87 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 89 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

意見書案
第 11 号 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成、×：反対、欠：欠席、棄：棄権

－：議長には賛成・反対の意思表示をする表決権がありませんが、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

※その他の結果については、全会一致で賛成となっています。

 賛否の分かれた議案 

 質　疑
　　9 月定例会で質疑が行われた議案については次のとおりです。

３
のおがた議会だより

議案番号 議案名 発言者 質疑項目

第 71 号 令和４年度直方市一般会計歳入歳出決
算の認定について

那須 和也 【歳出】ふるさと納税業務委託料　ほか

渡辺 和幸 【歳出】学童保育事業　ほか

髙宮 　誠 【歳出】イベント開催委託料　ほか

第 72 号
令和４年度直方市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

渡辺 和幸 歳入歳出決算認定全般について

第 74 号
令和４年度直方市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

渡辺 和幸 歳入歳出差引残高について　ほか

第 78 号
令和４年度直方市下水道事業会計剰余
金の処分及び決算の認定について

渡辺 和幸 下水道の普及について　ほか

第 81 号
直方市附属機関設置条例の一部を改正
する条例について

村田 明子 学校規模適正化基本指針検討委員会について　ほか

第 87 号 令和５年度直方市一般会計補正予算
（第３号）

渡辺 和幸 【歳出】低所得の子育て世帯に対する生活支援特別
　　　   給付金　ほか

髙宮 　誠 【歳出】成長戦略策定ワークショップ委託料　ほか

那須 和也 【歳出】校内ネットワーク復旧業務委託料

第 88 号
令和５年度直方市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号）

渡辺 和幸 【歳出】健保組合等出産育児一時金臨時補助金　ほか

報   告
第 13 号 債権放棄の報告について 渡辺 和幸 債権放棄に至った経緯について　ほか



4
のおがた議会だより

令
和
４
年
度
直
方
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
の
う
ち
所
管
分
に
つ
い
て

　　
直
方
市
大
規
模
宴
会
場
等
事

業
継
続
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
、

第
１
期
募
集
の
際
は
付
し
て
い

た
市
税
滞
納
の
要
件
を
、
第
２

期
募
集
に
際
し
削
除
し
た
理
由

を
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
当
初
か
ら

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
削

除
す
る
と
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
、
滞
納
の
な
い
事
業
者
が
補

助
金
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
補
助
金
の
原
則
で
あ

る
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
第
１

期
申
請
を
受
け
付
け
、
第
１
期

の
申
請
件
数
と
申
請
金
額
の
状

況
を
踏
ま
え
、
第
２
期
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
起
因
し

て
生
活
や
企
業
経
営
が
困
難
に

な
り
滞
納
状
況
と
な
っ
て
い
る

令
和
４
年
度
直
方
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
の
う
ち
所
管
分
に
つ
い
て

　　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
配
置
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
配
置
し
た
こ
と
に
よ

る
効
果
は
あ
っ
た
か
尋
ね
ま
し

た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
令
和
４
年

度
は
週
１
日
程
度
の
配
置
で
あ

っ
た
が
、
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
が
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
遅
刻
が
多
か
っ
た
児

童
・
生
徒
の
遅
刻
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
ま
た
、
保
護
者
と
の

つ
な
が
り
も
で
き
た
り
と
、
効

果
は
十
分
に
あ
っ
た
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
増
員
の
予
定
は

あ
る
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
今
年
度
は

週
５
日
に
増
日
し
て
い
る
が
、

十
分
で
は
な
い
。
増
員
や
内
容

の
充
実
も
含
め
て
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員

を
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

採
決
の
結
果
、
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
直
方
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　　
居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費

及
び
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
に

つ
い
て
、
執
行
率
が
ど
ち
ら
も

50
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
各
サ

ー
ビ
ス
の
審
査
に
つ
い
て
、
書

類
を
提
出
し
て
、
許
可
さ
れ
る

ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を

要
す
る
の
か
と
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
窓
口
に
来

庁
さ
れ
、
書
類
不
備
等
が
あ
れ

ば
指
摘
し
再
提
出
と
い
う
場
合

も
あ
る
が
、
書
類
が
そ
ろ
っ
て

か
ら
通
常
数
日
、
遅
く
と
も
２

週
間
程
度
と
案
内
し
て
い
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
回
答
を
受
け
、
審
査
が

厳
し
く
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
執
行
率
が
悪
い
の
で
は

な
い
か
と
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
事
前
に
必

要
書
類
の
周
知
を
行
う
こ
と
で

提
出
書
類
の
不
備
を
な
く
す
よ

う
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
適

正
な
審
査
及
び
迅
速
化
を
図
れ

る
よ
う
、
職
員
へ
の
研
修
を
強

化
し
、
し
っ
か
り
対
策
を
取
っ

て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
何
よ
り

も
ケ
ガ
や
事
故
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
が
第
一
で
あ
る
た
め
、
職

員
へ
の
注
意
喚
起
だ
け
で
は
な

く
、
重
大
事
故
に
関
す
る
検
証

や
再
発
防
止
対
策
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
な
ど
、
他
自
治
体
を

参
考
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
財
産
管
理
費
の
修
繕

料
に
つ
い
て
、
タ
イ
ル
の
張
替

え
に
伴
う
内
壁
改
修
工
事
の
工

期
と
日
程
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
工
期
は
３

か
月
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、

日
程
は
本
議
案
可
決
後
に
、
速

や
か
に
入
札
準
備
及
び
業
者
選

定
に
取
り
掛
か
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
委
員
か
ら
は
、
庁
舎

１
階
の
吹
き
抜
け
部
分
で
工
事

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
土
・
日

や
夜
間
を
使
っ
て
徐
々
に
施
工

し
て
い
く
の
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
開
庁
し
な

が
ら
の
工
事
と
な
る
た
め
、
土
・

日
や
時
間
外
等
を
利
用
し
つ
つ
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
施
工
し
て

い
く
作
業
と
な
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　　
災
害
補
償
費
に
つ
い
て
、
今

回
の
公
務
災
害
に
お
け
る
事
故

の
検
証
は
行
っ
て
い
る
の
か
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
日
時
や
場
所
、

被
災
状
況
等
を
記
載
し
た
災
害

発
生
報
告
書
を
被
災
職
員
か
ら

所
属
長
を
通
じ
て
人
事
課
に
提

出
し
て
も
ら
い
、
書
面
に
よ
り

確
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
委
員
か
ら
は
、
書
面

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
た
め
、

現
場
検
証
を
す
る
こ
と
で
今
後

の
対
策
を
取
れ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
現
場
で
の

聞
き
取
り
や
確
認
も
含
め
、
今

後
検
討
し
た
上
で
対
応
し
て
い

き
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

各

常

任

委

員

会

　
９
月
22
・
25
・
26
日
に
開
催

さ
れ
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
審
査
し
た
主
な
内
容
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
会
か
ら
は
、
認
定
の
適

正
化
と
迅
速
化
を
図
る
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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方
へ
の
救
済
措
置
と
し
て
、「
直

方
市
補
助
金
交
付
基
準
」
の
特

例
措
置
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
件
給
付
金
の
交
付
要

綱
を
改
正
し
、
市
税
の
滞
納
状

態
と
な
っ
て
い
る
事
業
者
へ
の

交
付
要
件
を
緩
和
し
た
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
傷
ん
だ
事
業
者
へ
の
支
援
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
理
解
す
る

も
の
の
、
令
和
４
年
12
月
定
例

会
で
の
追
加
提
案
の
時
期
、
市

税
滞
納
の
要
件
を
外
す
要
綱
の

改
正
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い

て
、
疑
念
を
抱
か
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ

る
。
今
後
は
議
会
に
対
し
、
よ

り
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
今
回

か
ら
市
民
優
先
の
販
売
と
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

今
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見
書

が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
可

決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見

書
を
、
関
係
行
政
庁
等
に
送
付

し
ま
し
た
。

◎
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業

の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

　
送
付
先
は
、
内
閣
官
房
長
官
、

厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
、
感
染
症
危
機
管
理
担
当
大

臣
で
す
。

◎
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬

膜
外
自
家
血
注
入
療
法
）
に
対

す
る
適
正
な
診
療
上
の
評
価
等

を
求
め
る
意
見
書

　
送
付
先
は
、
厚
生
労
働
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
で
す
。

◎
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
意
見
書

　
送
付
先
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
総
務
大
臣
、

法
務
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣
で

す
。

意 

見 

書

　
　
　

直
方
市
が
設
置
し
て
い

る
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
３
月
議
会
で
上
頓

野
の
用
水
路
に
設
置
さ
れ
て
い

る
フ
ェ
ン
ス
が
老
朽
化
し
、
至

る
と
こ
ろ
に
穴
が
空
き
、
危
険

な
状
態
だ
か
ら
至
急
こ
の
フ
ェ

ン
ス
の
張
り
替
え
を
お
願
い
し

た
が
、
当
時
の
土
木
課
長
の
答

弁
で
は
「
目
視
し
た
と
こ
ろ
穴

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
」
と
の

一

般

質

問

　
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問

は
、
９
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で

の
４
日
間
行
わ
れ
、
15
名
の
議

員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
、
議
案
と

関
係
な
く
市
政
全
般
に
わ
た
り

執
行
機
関
に
対
し
て
執
行
状
況

や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
を
尋
ね
た
り
、
報

告
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▲ YouTube は
　　コチラ

答
弁
だ
っ
た
。
即
座
に
そ
の
フ
ェ

ン
ス
の
状
況
写
真
を
産
業
建
設

部
長
に
見
せ
た
が
何
の
連
絡
も

な
い
。
ま
だ
危
険
な
状
態
で
放

置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
議
会
で

虚
偽
の
答
弁
を
し
た
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
令
和
５
年
３
月
定
例
会

一
般
質
問
で
の
議
員
か
ら
の
申

し
出
を
受
け
、
改
め
て
現
地
及

び
フ
ェ
ン
ス
の
状
態
を
地
権
者

と
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
老
朽
化

部
分
も
見
ら
れ
、
隣
の
フ
ェ
ン

ス
の
施
工
年
度
も
同
等
と
想
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
連
で
の

施
工
が
好
ま
し
い
と
判
断
を

行
っ
た
。
施
工
方
法
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
確
認
の
う
え
、
隣

接
箇
所
の
フ
ェ
ン
ス
と
同
様
に

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
の
フ
ェ
ン
ス
施

工
を
行
っ
た
。
議
会
で
虚
偽
の

答
弁
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

法
令
等
で
規
定
さ
れ
た
も
の
は

な
い
。
議
員
指
摘
の
フ
ェ
ン
ス

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

「
目
視
に
よ
る
調
査
に
よ
り
修
繕

が
必
要
と
な
る
大
き
な
損
傷
は

確
認
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
」
と

の
答
弁
の
と
お
り
で
あ
り
、
虚

偽
の
答
弁
と
い
う
認
識
は
な
い
。

質
問

答
弁

渡
辺
克
也
　
議
員

条
件
で
販
売
を
行
う
の
か
と
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
市
内
、
市
外

の
方
問
わ
ず
申
込
み
は
可
能
で

あ
る
が
、
申
込
み
が
上
限
に
達

し
た
場
合
、
市
民
の
方
を
優
先

し
て
抽
選
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
市
民
の
方
の
申
込
み
が

上
限
を
下
回
っ
た
場
合
の
み
、

市
外
の
方
の
抽
選
を
行
う
予
定

で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。


